
新
た
な
循
環
基
本
計
画
で
指
針

汚
水
処
理
サ
ー
ビ
ス
国
際
展
開

災
害
廃
棄
物
対
策
行
動
指
針
改
定
へ

環
境
省

検
討
会

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
新
設

中
央
環
境
審
議
会
は
九
月
十
三
日
、
東
京
・
港
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
赤
坂
駅
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
第
二
十
三

回
循
環
型
社
会
部
会
（
部
会
長
・
酒
井
伸
一
京
都
大
学
環
境
安
全
保
健
機
構
附
属
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
長
・
教

授
）
を
開
き
、
新
た
な
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
た
具
体
的
指
針
を
打
ち
出
し
た
。
資
源

循
環
の
徹
底
へ
既
存
住
宅
の
改
修
に
よ
る
低
炭
素
化
・
強
靭
化
・
長
寿
命
化
を
推
進
す
る
。
ま
た
太
陽
光
発
電
設

備
な
ど
低
炭
素
製
品
の
普
及
促
進
や
包
括
的
な
汚
水
処
理
サ
ー
ビ
ス
の
国
際
展
開
を
め
ざ
す
。

当
日
は
縄
田
正
環
境
省
環

境
再
生
・
資
源
循
環
局
長
が

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
次

期
循
環
基
本
計
画
の
策
定
に

向
け
て
具
体
的
な
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。
皆
さ
ま
の

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
願

い
す
る
」
と
述
べ
、
活
発
な

審
議
を
促
し
た
。

新
た
に
ま
と
め
た
指
針
で

は
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向

け
て
中
長
期
的
な
方
向
性
を

提
示
。
目
標
と
な
る
状
態
を

想
定
し
、
そ
こ
を
起
点
に
現

段
階
で
何
を
す
べ
き
か
を
検

討
す
る
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
的
手
法
で
戦
略
的
に
進

め
て
い
く
方
針
だ
。

具
体
的
に
は
①
低
炭
素
社

会
・
自
然
共
生
社
会
な
ど
持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
と
の

統
合
的
取
り
組
み
②
多
種
多

様
な
地
域
循
環
共
生
圏
形
成

に
よ
る
地
域
活
性
化
③
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
の
徹
底

的
な
資
源
循
環
④
適
正
な
国

際
資
源
循
環
体
制
の
構
築
と

循
環
産
業
の
海
外
展
開
の
推

進
⑤
万
全
な
災
害
廃
棄
物
処

理
体
制
の
構
築
⑥
適
正
処
理

の
さ
ら
な
る
推
進
と
環
境
再

生
⑦
循
環
分
野
に
お
け
る
技

術
開
発
・
人
材
育
成
・
情
報

発
信
⑧
指
標
・
数
値
目
標
に

基
づ
く
評
価
・
点
検
―
―
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
の
う
ち
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
全
体
で
の
徹
底
的
な
資
源

循
環
で
は
環
境
配
慮
設
計
、

持
続
可
能
な
調
達
、
再
生
素

材
の
利
用
拡
大
な
ど
上
流
側

で
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、

各
主
体
が
連
携
し
て
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
全
体
で
の
効
果
的

・
効
率
的
な
資
源
循
環
を
促

進
す
る
。
ま
た
建
設
廃
棄
物

や
建
設
発
生
土
な
ど
の
建
設

副
産
物
の
減
量
化
を
図
る
た

め
、
既
存
住
宅
の
改
修
に
よ

る
低
炭
素
化
・
強
靭
化
・
長

寿
命
化
な
ど
良
質
な
社
会
ス

ト
ッ
ク
を
形
成
す
る
と
と
も

に
、
廃
棄
物
対
策
の
観
点
か

ら
人
口
減
少
な
ど
で
放
置
さ

れ
た
空
き
家
な
ど
の
問
題
に

対
処
す
る
。
温
暖
化
対
策
で

新
た
に
導
入
さ
れ
た
太
陽
光

発
電
設
備
な
ど
の
低
炭
素
製

品
に
つ
い
て
は
３
Ｒ
の
強
化

と
一
層
の
普
及
促
進
に
向
け

た
具
体
策
を
示
す
。

循
環
産
業
の
国
際
展
開
で

は
途
上
国
の
ニ
ー
ズ
を
十
分

に
踏
ま
え
、
日
本
の
優
れ
た

環
境
技
術
や
制
度
を
活
用
し

た
質
の
高
い
環
境
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
廃
棄
物
発
電
、
リ
サ

イ
ク
ル
、
生
活
排
水
処
理
に

関
す
る
制
度
・
シ
ス
テ
ム
・

技
術
な
ど
を
実
現
可
能
性
調

査
か
ら
建
設
・
維
持
管
理
ま

で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
提
案

し
て
い
く
。
と
り
わ
け
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
集
合
処
理
と

個
別
処
理
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長

所
を
活
か
し
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
包
括
的
な
汚
水
処
理

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

環
境
省
は
九
月
十
三
日
、

東
京
・
大
手
町
の
フ
ラ
ク
シ

ア
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
平

成
二
十
九
年
度
第
一
回
「
災

害
廃
棄
物
対
策
推
進
検
討

会
」
（
座
長
・
酒
井
伸
一
京

都
大
学
環
境
安
全
保
健
機
構

附
属
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
長

・
教
授
）
を
開
催
し
た
。
技

術
・
シ
ス
テ
ム
や
地
域
間
協

調
な
ど
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
を
設
け
て
来
年
三
月
を

め
ど
に
災
害
廃
棄
物
対
策
行

動
指
針
を
改
定
す
る
。

同
省
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
や
首
都
直
下
型
地
震
な

ど
東
日
本
大
震
災
以
上
の
大

規
模
災
害
に
備
え
、
災
害
廃

棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
の
強
靭

化
に
向
け
た
総
合
的
な
対
策

を
検
討
し
て
き
た
。
昨
年
度

は
災
害
廃
棄
物
処
理
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｄ
．
Ｗ
ａ
ｓ

ｔ
ｅ
―
Ｎ
ｅ
ｔ
）
や
地
域
間

協
調
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
て
今
後
取
り
組
む
べ
き
課

題
を
整
理
し
た
。
こ
れ
を
踏

ま
え
、
同
検
討
会
で
は
対
策

の
一
層
の
具
体
化
へ
行
動
指

針
の
改
定
な
ど
を
行
う
。

当
日
は
山
本
昌
宏
同
省
環

境
再
生
・
資
源
循
環
局
次
長

が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
災
害
廃
棄
物
対
策
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
以
降
、

皆
さ
ま
に
は
節
目
ご
と
に
意

見
を
と
り
ま
と
め
て
い
た
だ

い
た
。
さ
ら
な
る
対
策
向
上

へ
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
り
た

い
」
と
述
べ
た
。

今
年
度
は
災
害
廃
棄
物
処

理
の
検
証
、
首
都
直
下
地
震

を
想
定
し
た
対
策
、
自
治
体

の
受
援
体
制
、
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
単
位
の
行
動
計
画
の
策
定

な
ど
を
重
点
的
に
検
討
し
て

い
く
。
と
く
に
技
術
・
シ
ス

テ
ム
検
討
Ｗ
Ｇ
で
は
災
害
廃

棄
物
の
発
生
量
・
処
理
可
能

量
の
点
検
、
処
理
困
難
物
・

危
険
物
・
有
害
物
に
対
す
る

対
応
方
針
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
を
対
象
と
し
た
処
理

方
針
、
地
域
間
協
調
Ｗ
Ｇ
で

は
災
害
事
例
に
お
け
る
支
援

の
検
証
、
各
主
体
の
役
割
と

支
援
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ

り
方
な
ど
を
議
論
す
る
。

中環審循環型社会部会で論議

縄田局長

有識者が意見交換を開始

山本次長

）昭和２８年１１月４日
第三種郵便物認可（ （旬刊５ノ日発行）2017年（平成29年）９月２５日日 本 設 備 工 業 新 聞第2268号（１）




